
一
月
一
日
（
水
）

七
時

修
正
会

一
月
十
三
日
（
月
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

一
月
二
十
三
日
（
木
）
十
時

三
日
講
「
歎
異
抄
を
読
む
」

二
月
十
三
日
（
木
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

二
月
二
十
三
日
（
日
）
十
時

三
日
講
「
蓮
如
上
人
を
訪
ね
て
」

三
月
八
日
（
土
）

十
時
三
十
分

彼
岸
前
お
み
が
き

三
月
十
三
日
（
木
）

十
時

三
日
講
「
味
読
正
信
偈
」

三
月
二
十
三
日
（
日
）
十
時

春
季
彼
岸
会

並
永
代
経
総
経

講
師

三
好
泰
紹
師
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結
婚
式
予
約
状
況
に
つ
い
て

結
婚
式
は
以
前
と
同
様
、
通
常
通
り
に
執
行
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
程
の
仮
押
さ
え
な
ど
の
お

問
合
せ
も
順
次
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
岡
崎
別
院

で
の
挙
式
を
ご
検
討
の
方
は
、
別
院
ま
で
お
問
合
せ

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
約
状
況

・
一
月
二
十
六
日

某
氏
・
四
月
六
日

某
氏

・
四
月
二
十
日

某
氏
・
五
月
十
七
日

某
氏

宗宝宗史蹟
親鸞聖人岡崎草庵蹟
真宗大谷派

岡崎別院
〒606-8335
京都市左京区岡崎天王町二六
℡ 075-771-2921
Fax 075-748-1665
Mail info@okazakibetsuin.com
HP http://okazakibetsuin.com/

左
記
の
如
く
執
り
行
い
ま
す
の
で
、
万
障
お

繰
り
合
わ
せ
の
上
、
御
参
詣
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
縁
の
皆
様
へ

各
種
行
事
の
御
案
内どなたでも

お参りください

第６２号
令和７年
（2025年）
１・２・３月号

発行
岡崎別院

輪番 福田大

二
〇
二
五
年

四
月
二
六
日

午
後
二
時
～

岡
崎
別
院

落
慶
法
要

厳
修

御
門
首
御
親
修

法
話

真
城
義
麿
師

仏
前
結
婚
式
の
ご
報
告

九
月
二
十
九
日

八
田

隆
純
さ
ん

大
橋

恵
さ
ん

〈

列
座
の
つ
ぶ
や
き

〉

昨
年
の
元
旦
に
能
登
を
襲
っ
た
震
災
か
ら
一
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
先
日
石
川
県
に
帰
省
し
ま
し
た
ら
、
地
元

に
着
い
て
ま
も
な
く
、
地
震
警
報
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
ま

し
て
、
震
源
地
は
ま
た
も
石
川
県
沖
と
表
示
が
あ
り
ま

し
た
。

今
も
な
お
、
続
い
て
起
こ
る
地
震
に
多
く
の
方
が
遭

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
今
私
に
で
き
る

こ
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

（
松
岡
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
順
次
新
し
く
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
日
講
の
御
案
内

当
院
で
は
、
か
ね
て
か
ら
定
例
法
座
の
会
と

し
て
、
「
三
日
講
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
十
三
日
、
二
十
三
日
に
、
担
当
の
別

院
職
員
が
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聴
講
の
み
で
あ
れ
ば
ご
参
加
は
無
料
で
す
。

※

正
式
に
三
日
講
員
に
な
ら
れ
る
場
合
は
、

会
の
運
営
の
為
、
講
費
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
質
問
、
お
問
合
せ
等
は
当
院
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

光
寿
無
量

～
岡
崎
別
院
総
合
整
備

お
も

落
慶
法
要
に
念
う
～

十
一
月
三
十
日

上
橋

真
教
さ
ん

阪
東

萌

さ
ん

今
年
も
皆
様
方
と
共
々
に
新
年
を
お
迎
え
出
来
た
こ
と
は
、
誠
に
希
有
な

る
こ
と
と
、
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
は
、
岡
﨑
別
院
に
と
っ
て
は
、
四
月
二
十
六
日
の
〈
岡
﨑
別

院
総
合
整
備
落
慶
法
要
〉
が
厳
修
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
は
、
四
月
十
九
日
に

〈
岡
﨑
別
院
落
語
会
〉
、
五
月
十
一
日
に
〈
お
か
ざ
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

が
催
さ
れ
る
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
す
。

顧
み
れ
ば
、
去
年
の
一
月
一
日
十
六
時
十
分
、
当
院
で
は
修
正
会
も
終
わ

り
、
何
組
か
の
参
詣
の
方
々
が
帰
ら
れ
た
後
、
（
改
修
の
た
め
に
造
ら
れ
た

仮
寺
務
所
の
中
で
）
職
員
で
談
笑
を
し
て
い
る
そ
の
時
、
大
き
な
揺
れ
を
感

じ
ネ
ッ
ト
の
情
報
で
能
登
地
震
を
知
っ
た
。
自
坊
が
金
沢
近
郊
で
あ
る
職
員

が
、
す
ぐ
に
自
坊
の
住
職
に
携
帯
で
連
絡
を
し
、
家
族
の
無
事
を
確
認
で
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
時
に
は
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き

な
長
い
揺
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。

能
登
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
後
も
復
旧
の
最
中
、
九
月
二
十
一
日
の

線
状
降
水
帯
に
よ
る
水
害
の
発
生
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
犠
牲
を
蒙
ら
れ
、

こ
の
一
年
は
途
轍
も
な
く
長
い
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
過
ご
さ
れ
た
歳
月

で
あ
り
、
現
在
も
復
旧
か
ら
ほ
ど
遠
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
居
た
た

ま
れ
な
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

能
登
地
震
の
後
、
昨
年
の
五
月
頃
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
た
ま

た
ま
観
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
被
災
さ
れ
た
奥
能
登
の
御
夫

婦
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
本
の
桜
の
木
で
あ
っ
た
が
、

地
震
で
真
二
つ
に
裂
か
れ
た
木
、
片
方
は
半
分
を
裂
か
れ
立
っ
て
、
も
う
半

分
は
地
面
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
の
木
も
咲
き
そ
う
に
な
い
状
況
に

あ
り
な
が
ら
も
、
ど
ち
ら
も
綺
麗
に
見
事
に
開
花
し
て
い
る
。
そ
の
光
景
を

御
夫
婦
で
見
な
が
ら
、
奥
さ
ん
が
ご
主
人
に
「
あ
ん
た
、
こ
れ
観
て
ど
う
思

う
」
と
、
ご
主
人
は
「
そ
ら
、
桜
も
裂
か
れ
て
折
ら
れ
た
か
ら
生
き
よ
う
、

生
き
よ
う
と
必
死
で
花
を
咲
か
せ
た
ん
や
」
と
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
力
を

込
め
て
、
「
俺
ら
夫
婦
も
こ
の
震
災
で
心
を
折
ら
れ
た
ん
や
、
こ
の
桜
の
よ

う
に
折
ら
れ
た
な
か
で
、
俺
ら
も
人
生
に
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
よ
う
な
」
と
、

言
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
に
こ
の
上
の
な
い
説
得
力
を
感
じ
つ
つ
、
お
念
仏
の

土
徳
の
あ
る
地
域
の
言
葉
で
あ
る
事
に
私
自
身
、
胸
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
今
を
生
き
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
る
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
何
が
起
こ
ろ
う
と
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い

一
大
事
を
生
き
る
。
決
し
て
愚
痴
や
不
平
や
不
満
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
今
を
生
き
て
い
る
と
い
う
生
き
様
こ
そ
が
、
往
生
と
い
う

言
葉
で
は
、
な
か
ろ
う
か
。
往
生
と
は
決
し
て
死
ん
で
い
く
事
で
は
な
く
、

生
き
て
往
く
、
生
き
切
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

昨
日
の
続
き
が
今
日
で
、
今
日
の
続
き
が
明
日
で
あ
る
よ
う
な
生
活
の
中

で
愚
痴
、
不
平
、
不
満
一
杯
で
生
き
る
私
の
生
活
の
事
実
が
、
「
昨
日
の
続

き
が
今
日
で
、
今
日
の
続
き
が
明
日
で
あ
る
と
い
う
生
活
は
、
た
だ
の
惰
性

の
繰
り
返
し
だ
。
日
々
新
し
い
真
っ
白
な
一
日
の
始
ま
り
だ
。
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
と
い
う
言
葉
は
、
互
い
に
真
っ
白
な
一
日
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
御

互
に
確
認
を
す
る
言
葉
だ
」
と
、
あ
る
師
が
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
今
、
私

に
響
い
て
く
る
と
同
時
に
、
大
き
な
節
目
を
お
迎
え
す
る
〈
岡
﨑
別
院
総
合

整
備
落
慶
法
要
〉
は
当
に
、
私
自
身
に
お
い
て
、
真
っ
白
な
始
ま
り
で
あ
る

こ
と
を
、
念
わ
せ
ら
れ
る
一
大
事
で
も
あ
る
。
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法
要

報
告

報
恩
講
円
成

二
〇
二
四
年
十
月
二
十
三
日
に
、
本
山
鍵
役

信
教
院
殿
御
参
修
、
竹
橋
太
師
ご
教
導
の
も
と
、

参
勤
・
参
詣
合
わ
せ
て
約
百
十
名
の
有
縁
の

方
々
の
お
か
げ
さ
ま
で
、
当
院
の
報
恩
講
が
円

成
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
山
（
東
本
願
寺
）
よ
り
鍵
役
・

定
衆
・
堂
衆
・
参
衆
並
び
に
山
城
一
組
・
二
組

の
御
寺
院
の
御
住
職
方
が
御
出
仕
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
勤
行
後
に
は
、
親
鸞
聖
人
の
御
生
涯
と

ご
遺
徳
を
記
さ
れ
た
「
御
俗
姓
」
が
拝
読
さ
れ

ま
し
た
。

勤
行
の
後
に
は
、
竹
橋
太
師
（
真
宗
大
谷
派

本
廟
部
）
よ
り
「
親
鸞
さ
ま
と
恵
信
尼
さ
ま
」

を
講
題
に
御
法
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

散
会
の
際
に
希
望
者
に
は
お
斎
（
お
弁
当
）

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

参
詣
者
を
始
め
、
多
方
面
で
多
く
の
皆
様
の

御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報
恩
講
前
仏
具
お
磨
き

帰
敬
式

九
月
二
十
三
日
（
秋
彼

岸
の
中
日
）
に
、
当
院
の

秋
季
彼
岸
会
法
要
が
勤
ま

り
、
多
く
の
方
が
参
詣
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
阪
教
区
泉

勝
寺
小
松
肇
師
よ
り
「
他

力
の
念
仏
の
救
い
」
を
講

題
と
し
て
御
法
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

↑ 御法話中の竹橋太師

↑ 登高座中の本堂

↑ 御俗姓拝読

十
月
二
十
三
日
の
報
恩
講
に
向

け
て
、
十
四
日
に
仏
具
磨
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

報
恩
講
で
は
仏
具
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担

を
決
め
、
綺
麗
に
磨
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
磨
き
後
は
輪
番
よ
り
シ
ョ
ー

ト
法
話
が
あ
り
、
昼
食
と
し
て
別

院
お
手
製
カ
レ
ー
を
全
員
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

秋
季
彼
岸
会

京
都
教
区
坊
守
会
一
日
研
修
会

京
都
教
区
坊
守
会
に
よ
る
一
日

研
修
会
が
当
院
を
会
所
に
当
院
輪

番
を
講
師
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
京
都
の
み
な
ら
ず
、
長

浜
（
特
区
）
や
島
根
県
か
ら
も
来

院
さ
れ
、
約
百
名
の
参
加
者
の
中

で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
正
忌
報
恩
講
へ

参
詣

落
慶
法
要
ま
で

あ
と
四
か
月

当
院
で
は
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
に
起
工
式

を
行
い
、
約
二
年
半
の
工
事
期
間
を
経
て
昨
年

（
二
〇
二
四
年
）
五
月
に
工
事
の
竣
工
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
来
る
本
年
（
二
〇
二
五
年
）
四
月
二

十
六
日
に
、
整
備
事
業
全
体
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
「
岡
崎
別
院
総
合
整
備

落
慶
法
要
」

が
勤
ま
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
整
備
事
業
に
お
け
る
工
事
の
過
程

の
写
真
を
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

～
有
縁
の
方
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
皆
様
ご
参
詣
く
だ
さ
い
～

山
城
二
組
門
徒
会
研
修
会

京
都
教
区
山
城
二
組
の
門
徒
会

に
よ
る
研
修
会
が
当
院
を
会
所
に

当
院
輪
番
を
講
師
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

十
一
月
、
当
院
本
堂
に

て
帰
敬
式
（
お
か
み
そ

り
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
剃
刀
の
儀
、
勤

行
の
後
、
輪
番
よ
り
「
帰

敬
式
を
受
け
、
法
名
を
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
」
に

つ
い
て
法
話
が
あ
り
、
参

加
者
は
静
か
に
聴
聞
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

次回は
３月８日！
是非ご参加
ください

２０２１年

二
〇
二
一
年
九
月
、

御
本
尊
動
座
式
を
執
り

行
い
、
併
せ
て
内
陣
仏

具
を
搬
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

同
年
十
二
月
に
は
、

整
備
前
の
本
堂
で
は
最

後
と
な
る
起
工
式
を
執

り
行
い
、
庫
裏
の
解
体

や
本
堂
の
素
屋
根
設
置

な
ど
、
工
事
が
本
格
始

動
し
ま
し
た
。

２０２２年２０２３年

二
〇
二
三
年
よ
り

庫
裏
の
建
築
が
本
格

化
し
、
本
堂
の
内
陣

の
補
修
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
仮
使
用

が
可
能
と
な
っ
た
本

堂
で
は
、
九
月
に
約

二
年
ぶ
り
に
御
本
尊

還
座
式
が
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

２０２４年

新
築
の
庫
裏
寺
務

所
や
納
骨
堂
が
順
次

完
成
し
た
後
、
仕
上

げ
と
な
る
境
内
の
外

構
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

五
月
に
は
工
事
が

完
了
し
、
御
門
徒
や

施
工
業
者
臨
席
の
も

と
、
「
竣
工
式
」
が

勤
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
二
五
年
四
月
二
十
六
日

総
合
整
備

落
慶
法
要
を
厳
修
し
ま
す

二
〇
二
二
年
は
、

本
堂
全
体
を
覆
う
素

屋
根
が
設
置
さ
れ
、

耐
震
改
修
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
茶
室
も
改
修

が
進
め
ら
れ
、
形
式

は
そ
の
ま
ま
に
柱
や

壁
を
修
復
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

↑

本
堂
素
屋
根
設
置
工
事↑

↑

建
設
中
の
庫
裏

↑

内
陣
後
門
柱
補
修

↑

境
内
の
砂
利
敷

↑

五
月

竣
工
式

↓

御
本
尊
の
動
座

↑

起
工
式

↑

旧
庫
裏
解
体
開
始

本
年
も
本
山
（
真
宗
本

廟
）
に
て
、
十
一
月
二
十

一
日
～
二
十
八
日
に
か
け

て
御
正
忌
報
恩
講
が
執
り

行
わ
れ
、
当
院
で
は
二
十

三
日
の
日
中
法
要
に
御
門

徒
三
日
講
員
等
の
皆
様
と

お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

団
体
参
拝

十
一
月
の
本
山
で
の
御
正
忌
報

恩
講
に
併
せ
て
、
多
く
の
団
体
が

当
院
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

本
堂
に
て
輪
番
よ
り
当
院
由
来
、

整
備
事
業
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、

そ
の
後
は
館
内
、
庭
園
を
散
策
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
の
別
院
を
知
る
御
門
徒
か

ら
は
、
綺
麗
に
な
っ
て
驚
い
た
と

い
う
声
が
多
数
あ
が
り
ま
し
た
。
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